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（図1）人力による測定 （図2）１Ｎ・ｍでの測定

（図3）図1,2測定時の共通設定・NST-2/LT

（測定風景）

　「超音波根入れ長測定上級技術者認定証」を保有している者が、人力で検出したエコー高さを超

えるトルク値「１Ｎ・ｍ」を基準とした。（図1,2,3）
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　鋼製防護柵等の支柱の長さを測定する場合、超音波センサー中心部を支柱に密着させ、支柱端面

に対して垂直になるように人力で強く押しつけ、超音波の送受信をする。

　通常の測定であれば波形検出が可能な程度に人力で超音波センサーを押しつければよいが、検証

等を実施する場合、押しつける強さのブレや、押しつけている時のセンサー向きのブレを無くす必

要がある。

　そこで、Ｒ加工したゴムで超音波センサーを保護し、ステンレス製のバンドと金具で締め付け、

その締め付けトルクを一定とし、超音波センサーを押さえつける強さ、並びに超音波の送受信量の

定量化を図る。
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